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多彩なまち・流山 新井繁雄゛

私にとって近藤勇の捕縛の地、というだけのイメージを持っミ

1ていた流山に、11月Ⅱ日(金) 18名の参加の一人として楽しん1
1できました。江戸川のかっての渡し場所をスタートに8か所を;
めぐりました。歩いてみると旧家を活用したしゃれた店舗、良;

、、

質な白みりん酸造の発祥の地、歴史のある神社・仏閣と多彩な1、

まちです。さらに、一茶が流山に54回も来て、俳句づくり ,くキ

しんだという第二のふるさとでもあったことを知りました。
今回の町歩きハイキングは流山鉄道の流山駅を出発して、 ミ

ミ蔵野線・つくばエクスプレスの南流山まで歩数にして1万歩、
時間にして2時間30分のぶらぶら歩きです。
また、懐かしい先輩方とお会いでき、話をし、 楽しいひと時{
を過ビ司、ことができました。無事、南流山の「く じら屋大樹」ミ

1に到着し、お楽しみの懇親会でt。今では珍しいクジラの竜田1
1揚げや刺身、その他の美味しい料理が出てきて、大満足で帰る1
、、

1 ことができました。幹事さんお疲れさま、有雌うございました。1
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みの向の町・流山
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1 舗が万華鏡ギャラリー「見世蔵」となってお1
1 退職者会の流山ハイキングに参加しました。り、万華鏡のなかで写真を撮ったり楽しみま1
1 「流山」という地名は良く聞いてぃま司、が、した。また、一茶双樹記念館で休憩をとり、1
1 馬橋駅から流山駅(関東の駅100選)まで口一お茶とお菓子をいただきました。館の名前に1

.゛

カルなのどかな電車に乗って今回初めて訪れある「双樹」とは、みりん鮫造で財を成した1
二,

ました。 秋元家五代目秋元三左衛門の俳号「双樹」か1
今回の企画をしていただいた、西本さんビ ら名付けたようです。一茶とは親交が深く-1
夫婁の案内でスタート。心配された雨もそれ 茶自身も数十回流山の地を訪れたとのことで1

す。また、昔の大富豪は積極的に財政的にも1ほどでもなく、少し寒かったですが江戸川の

援助を惜しまなかったようです。 1矢河原の渡し跡に立ち、江戸時代には川が重

要な物資運搬ルートであったことがわかりま雨も上がり、懇親会場の「くじら屋大樹」
した。水運ルートにより商業が栄えたものの、に向かいました。今では大変高価なくじ

輸送手段が車道路になって、賑やかであった竜田揚げやお刺身をいただき、交流を深めま1
商業地域も衰退していったようです。ただ、した。軽井沢から参加され六厶員の方もいて、1
流山は「流山本町江戸回廊」として、現在もあらためて退職者会の紳の深さに感心させら1
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1 明治時代前後の士蔵造りの家屋と百数十年のれたところです。また、是非参加しようと思1
1 歴史ある老舗呉服店などが、点在してぃます。いますので、よろしくお願いぃたします。皆1
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今
年
で
5
回
目
と
な
っ
た
退

職
者
会
ハ
イ
キ
ン
グ
は
十
一
月

十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
天

候
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で

し
た
が
、
一
八
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
需
役
は
流
山
の
住
人
・

西
本
夫
妻
。

今
回
歩
い
た
流
山
は
、
今
で

は
秋
菜
原
か
ら
僅
か
二
0
分
程

と
い
う
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
街
。

江
戸
時
代
か
ら
江
戸
川
の
水
運

と
み
り
ん
の
一
大
産
地
と
し
て

発
展
し
た
街
で
す
。

午
後
一
時
に
J
R
馬
橋
駅
に

集
合
し
た
参
加
者
は
、
ロ
ー
カ

ル
線
を
思
わ
せ
る
流
鉄
流
山
線

の
車
窓
を
眺
め
な
が
ら
出
発
地

流
山
駅
人
向
か
い
、
こ
こ
か
ら

^
三
、
^
呈
考
髪
、
三
宅

季
、
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手
言
一
、
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一
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ス
タ
ー
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三
一

が
参
加
し
、
懐
か
し
い
?
鯨
の

味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

退
職
者
会
ハ
イ
キ
ン
グ
は
会

員
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
散
策

し
て
い
ま
す
が
、
ま
た
一
つ
近

く
て
も
知
ら
な
か
っ
た
街
を
見

直
す
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

富
士
山
に
登
る
の
と
同
じ
御

利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
浅
間

神
社
富
士
塚
に
は
吉
本
さ
ん
が

参
加
者
を
代
表
し
て
?
登
頂
し

ま
し
た
。

俳
人
小
林
一
茶
が
生
涯
五
0

回
以
上
も
訪
れ
た
と
い
う
秋
元

家
(
み
り
ん
の
創
業
者
)
の
一

茶
双
樹
記
念
館
で
は
、
見
事
な

庭
を
眺
め
な
が
ら
一
服
の
お
茶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
と
寒
さ
で
疲

れ
た
身
体
を
一
茶
双
樹
記
念
館

で
癒
し
た
参
加
者
は
ゴ
ー
ル
の

赤
城
神
社
ま
で
歩
き
き
り
、
鯨

料
理
店
で
の
懇
親
会
に
は
全
員
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(2)第2016-8号

定期総会を開催,レます
年1回の総会は毎年1月に行っていま

す。 2017年の総会を下記日程で開催

し談す。会員の皆さんは誰でも参加で

きますので、ぜひご参加ください。

総会終了後は恒例の「新年会」を行

い荻す。手作り料理と歌や演奏恋ども

ある楽しい集いです。

2016年11月15日
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即17年定期総会と新年会

ιK)17年1月27日(金)

総会午1麦4時から

辛万年会午〒愛5時45分頃から

(場所は追ってお知らせします)
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11・19 国会行動

安倍敗権の暴走止めよう!

自衛隊は戦地に行くな!

"019翻会鱗員会館前行勤
午後1時30分永田町小学校前集合

"鯛9R悶14:00~15:30

璃古新尉也凱を許さ机U

12。10^,a賄゛
12月10日(士) 13時半~

場所:日比谷野外音楽堂

退職者会は

午後1時に日比谷図書館前集合
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婆
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系
零
曼
蒋
動
石
暑
霜

南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
ミ
准
「
土
人
」
躍
ぢ
に
郎
ぢ
の
声

退
職
者
会
は
「
鞍
争
迷

(
安
保
法
制
)
に
反
対
し
、

昨
年
九
月
一
九
日
に
と
の
法

律
が
強
行
成
立
し
て
以
来

一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
毎
月

一
九
日
に
行
わ
れ
て
い
る
戦

争
法
廃
止
を
求
め
る
国
会
行

動
に
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
会
の

呼
び
か
け
に
応
え
て
参
加
し

た
会
員
は
延
ベ
九
八
人
に
上
っ

て
い
ま
す
。

-
 
0
月
一
九
日
の
行
動
に

も
六
人
が
参
加
し
ま
L
た
。

こ
の
日
の
隻
=
で
は
、
南
ス
ー

ダ
ン
へ
の
自
衛
隊
派
造
の
強

行
、
 
T
P
P
批
准
を
強
行
採

決
し
よ
う
と
し
て
い
る
問
題

沖
縄
・
高
江
で
の
機
動
隊
の

}
。
ノ
ゞ
ブ

辻

懲
袈
'
鑾
ψ

ト
な
ど
で
実
質
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
い
て
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
と
い
つ
た
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

世
論
調
査
で
も
五
0
%
を
超
え
る
人
が
反
毎
月
一
九
日
の
行
動
は
こ
う
し
た
市
民

対
で
し
た
。
安
倍
政
権
は
そ
う
L
た
民
意
運
動
と
L
て
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

を
踏
み
に
じ
つ
て
強
行
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
て
こ
の
市
民
運
動
の
力
が
野
党
の
結
束
を

昨
年
八
月
、
国
会
に

-
0
万
人
も
の
人
が
押

し
寄
せ
て
戦
争
法
反
対

の
意
思
を
示
し
ま
し
た
。
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こ
の
法
律
は
憲
法
に
違

な
ぜ
、
退
職
者
会
は

反
し
、
日
本
を
再
び
「
戦

毎
月
一
九
日
の
国
A
五
打
動
に

争
す
る
国
」
に
作
り
か
え

参
加
し
続
け
る
の
か
?

る
も
の
で
す
。
戦
争
体
験

を
持
つ
世
代
で
作
っ
て
い
る
退
職
者
会
の
促
し
、
参
議
院
選
挙
で
す
べ
て
の
一
人
区

一
戦
争
反
対
、
憲
法
9
条
擁
護
」
の
立
場
で
の
野
党
統
一
候
補
の
擁
立
に
つ
な
が
り

は
不
変
の
も
の
で
す
。
「
戦
争
法
」
の
廃
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
を
衆
議
院
選
挙
に
引
服
部
明

「
士
人
」
呼
ば
わ
り
と
連
日

の
暴
行
、
な
ど
ア
ベ
政
権
の

む
ち
ゃ
振
り
が
り
ア
ル
に
報

告
さ
れ
怒
り
を
呼
び
ま
し
た
。

一
方
、
新
潟
県
知
事
選
挙

勝
利
に
示
さ
れ
た
「
市
民
と

野
党
の
共
闘
」
こ
そ
が
安
倍

、
〒
゛

ピ

・
ジ

市
民
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
大
き
く
展
開
さ

れ
、
そ
れ
ら
が
共
同
で
「
総
が
か
旦
勗
」

が
取
り
組
ま
れ
鴛
に
も
一
つ
に
な
っ

て
「
市
民
連
ム
ロ
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

,
エ
、

、
、

.
、

一
閏
一
、
、
ン
"
皐、
止
を
求
め
続
け
る
こ
と
は
私
た
ち
退
職
者
き
継
ぎ
、
「
戦
争
法
」
廃
止
に
つ
な
げ
な

会
の
羚
持
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
今
、
逆
流
も
起
き
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
九
月
一
九
日
の
強
行
採
決
後
も
、

安
倍
政
権
は
こ
の
共
闘
を
恐
れ
て
い
る
か

「
シ
ー
ル
ズ
」
や
「
マ
マ
の
会
」
な
ど
の

ら
で
す
。
新
潟
知
事
選
挙
は
逆
流
を
乗
り

'

退
職
者
会

事
務
局

ヨ
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゛
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,
,
a
,
"
曾
,
"
且

政
治
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
確
信
に
満

ち
た
盛
り
上
が
り
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

退
職
者
会
が
な
ぜ
熱
心
に

越
え
勝
利
し
ま
し
た
が
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
を
今
後
さ
ら
に
固
い
結
東
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
民
運
動
の
更
な
る
盛
り

上
が
り
が
必
要
で
す
。

一
九
日
行
動
は
こ
の
一
年
、
市
民
運
動

が
衰
退
す
る
こ
と
な
く
粘
り
強
く
一
層
強

固
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
行
動
で
示
す
場

「
戦
争
法
」
反
対
・
廃
止
の

行
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
?
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

事
務
局
長
の
服
部
さ
ん
は
右

記
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

と
な
つ
て
き
ま
し
た
。
「
野

党
は
共
闘
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
て
、
何
千
人
も
時
に

は
何
万
人
も
が
毎
河
集
ま
る

行
動
に
、
西
つ
の
野
党
が
応
え
て
毎
回
参

加
し
、
結
束
を
誓
っ
て
き
ま
し
た
。

一
九
日
行
動
は
、
こ
れ
か
ら
の
政
治
を

変
え
て
い
く
原
動
力
と
な
る
で
あ
ろ
う

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
の
原
点
の
行
動

だ
七
否
え
ま
す
。
こ
こ
に
こ
の
行
動
に
参

加
す
る
意
義
が
あ
り
ま
す
。
退
職
者
会
は

参
加
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
去
褒
会
職
労
窓
毛
あ
い
さ
己
激
励

区
職
労
の
定
期
大
会
が
十

一
月
九
日
夜
、
区
役
所
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
水
上
会
長

が
来
賓
と
し
て
挨
拶
し
、
現

役
組
合
員
の
奮
闘
に
敬
意
を

表
し
つ
つ
、
職
員
の
賃
上
げ

が
年
金
に
も
跳
ね
返
っ
て
く

る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
区
職
労
活
動
を
励
ま
し
ま

し
た
。大
会
で
は
、
今
年
の
勧
告

が
三
年
連
続
の
賃
上
げ
と
な
っ

た
も
の
の
、
住
宅
手
当
の
カ
ッ
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原発再稼働にノーの審判!
新潟県知事選拳に思う 櫻井和恵

東京電力柏崎刈羽原発の再稼働を最大争点にたたかわれた新潟県知事選挙で、市民と共
産党、社民党、生活の党の野党共闘(民進党は自主投票)の統一候補.米山隆一さんが、
自民'公明の推薦{典補に6万票の大差をっけ当選しました。
「柏崎刈羽原発の再稼働を認めないjという県民の思いと、市民と野党の共闘の歴史的
な結果だと思います。

故郷新潟の県知事選挙には強い関心を持っていましたが、私の中でも保守王国としての
イメージの強い新潟で市民と野党の共闘で長い間続いた自公民保守県政に勝利したことは
大きな驚きと喜びです。美味しいお米自慢だけでなく市民と野党共闘の実現という大きな
お国自慢ができました。新潟でも実現した市民と野党の共闘が、その後東京10区、福岡6区
などでの衆院補欠選挙にも大きな力になることを期待してぃましたが残念な結果でした。
新潟では、命と暮らしを守る!、原発の再稼働をさせない!、TPPから綜鳥の農班を守る
という市民の願いが共闘を生みました。子どもたちの健康を守りたいと願うママたちが巽
挙事務所の運営に携わったり、演説会に子供連れで応援登壇したりと、大きな力になった
ということです。市民の願いと政策が一致し共闘をする、ごく自然のことです。政叫の理
念が異なるなどと言い、共闘に水を差す動きもありますが大変残念なことだと.唄います。
新潟の共闘の力が全国に広がっていくことを願ってやみません。

;、 、、、
、、¥ ';1"';」、'.、、

2016年Π月15日

ノ

、
、C才

ひじき煮物の玉子蒸L
単しシビ

、、
、

副菜の定番、家庭の味といえば我
が家ではひじきの煮物です。

具材もひじき、人参、こんにゃく、
油揚げ、大豆など多く入り出来上が

りもたくさんできます。

二日目はアレンジして食ベています。

無゛゛

、、

"ゞ嵯'ず並童ンゼ、、{"瑞

、

4ご

退職者会は区職労とともに節目節目に沖縄平和ツァーを企画し、沖縄と平
和の問題を学習してきました。この6月には米軍属による女性暴行殺人事件
に抗講tる県民大会に退職者会の有志が参加してもきました。
沖縄の事を考えることは平和にっいて考える事です。沖縄を少しでも支援
するために国会行動やデモ、署名活動も積極的に取り組んできました。
しかし、私たちの思いと裏腹に国は沖縄県の民意を踏みにじり、弾圧と暴
力で辺野古に新基地、高江にへりパッド建設を強行しようとしてぃます。
現地では体を張って抗議活動が続けられています。遠くに暮らす私たちは
簡単には現地に行くことが出来ません。しかし、出来ることは最大限取り組
みたいと、思います。

「沖縄県民の民意尊重と、基地の押し付け撤回を求める全国統一署名」、
出来るだけたくさんの署名で沖縄を支援しましょう。

沖縄統一署名のお願い

、、、

..............

①ひじきの煮物をアルミカップ

(またはシリコンカップ)にひじき
煮物を入れます。

②①に卵の4分の1のだし汁で割っ

た卵を入れます。玉子のみでも大
丈夫です。

とれを3分蒸します。玉子のみ

のn割*オーブントースターで焼い

てもキッシュのようで、汁も出な

いのでお弁当にもぴったりです。

、(、、、{1、{、、、;恥ゞ、毛1キ1之;、、1蝿Mミ{キ弐MM111、兇1:Hキ朴1こミ1R{1MRI{々{{Mキキ、キ父キ1ゞ喜1肌こMt祉气キ1ゞ:争、貌令;,、、・、、、H耽、、.;キ1N゛H、M、11、"、、、、キ時、,、、、、,、、、.、、、、、,、、、、.,、、、

1 現行のしば壊唇壊ゞ、が瓢連荏バ走裟群めぐ人沖11 状す米てわ、なせれ'やを日民恐虚を L訓ら^1

イ乍り方

ゞゞ

署名用紙をこのニュース占一緒にお送りします。できれぱ、御家族やお知
り合いの方にも協力をしていただいて、同封の返信用封筒で年内をめどに送
り返してください。

なお、返信用の功手は後程お返ししますので、とりあえずご自分で用意し
ていただくよう粘願いします。

新
索
で
露
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の
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に
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す
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共

闘
の
候
補
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、
楽
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と
思
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れ
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自
民
公
明
推
薦
の
候
補
者
に
大
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を
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、
、

一
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:

、
、

つ
け
て
当
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し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
関
し
て
、
新
潟
県
南

魚
沼
市
出
身
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櫻
井
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恵
さ
ん
(
退

職
者
会
事
務
局
炊
長
)
か
ら
、
左
記

の
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手
記
」
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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二Cンフ'インク゛ノ

国分奥を伸②てゐ民借施迦
前回、もしもの時のためにあらかじめやっておいた方がい

い最低限の事柄を書いてみました。

さて今回は、やってみたら意外と面白く新たな自己発見も

出来る噛分史」を作るという1乍業をご紹介します。

自分史と言うと何か小説でも書くような難しさを覚えてし

まいがちですが、自分史1論11造ではなくイ乍業です。新たに何

かを作り出すのではなく、今までの自分を振り返って言葉に

記録していく事ですから、記憶をたどる難しさはあるとして

も事実あったことを書いていくのですからさほど難しくはな

いです。 '"巾1ヨⅢⅢ引Ⅲ叫喫Ⅲ1:1Ⅲln引Ⅲ111出Ⅲ!刈11!Ⅲ1Ⅱ."

まず、「自分史辱表」を作りましょう

まず最初に自分史年表を作ってみましょう。これなら文章

が面倒という人でも作りやすいと思います。

生まれた時から就学前まで、義務教育H割弌から高等教育、

就職から結1昏・・。あるいは10年づつと力畔代を区切っていく

と思い出しやすく、また書きやすいと思います。

最近のことならいざ知らず、50年も印年も前の事など覚え

てないと船っしゃる方も多いですが、そんな時に役立つのが

日記や昔の手帳です。日記をつける習慣があるなら年表作り

はどんどんはかどります。でも日記がなくても大丈夫、大概

の人は撮った写真はアルバムや'箱に入れて保管しているはず

です。写真は自分史そのものですので、写真を見れぱその時

代、自分がどんな状況でどんな出来事に向き合っていたか思

い出すことが出来るでしょう。

また、写真は自分史の映像資料でもあります。要所に写真

を貼り付ければ年表は奥行を増してさらに見やすくなります。

^ トのすすめ 2 しかし、舶年も70年も昔のことはそう簡単には思い出せな

いでしょう。でも、R朏しない夜や散歩の途中などに、ふっと

思い出すことがあるかも知れません。それも嬉しいことです。

期限のある仕事ではないので、少しずつ少しずつ自分史年表

を楽しみながら作り上げていきましょう。

年表には自分の事だけでなく、その時々の〒士会や醐台の出

来事を並列に書き出せば、自分と世の中とのかかわりがさら

に分かりやすくなります。つまり、年劃乍製は自分の出来事、

家族の出来事、そして世の中の出来事を書き出して完成と言

うことになります。 ,"11{;1冊剛111111i!棚1!1!111訂!i!111仙!111Ⅱ!;川"1,.・"

年表力やできたら文章化作業に挑戦してみよう

肉分史作りは年表だけでも充分です。もし、文章を書くの

が好きなひとや厭わないひとなら、年表をもとに本格的な白

分史を文章化してもいいでしょう。文章化すれ1ボ事実だけで

なく、その時々の自分の感情や考え方を表すことが出来て、

完成度の高いものになります。

それでは自分史を書く意味はなんでしょう。

もしもの時に、配偶者や家族が噛分史」によって故人を

偲ぶよすがとする。あるいは人生の歩みを知るととによって

故人の全体像をしっかり記憶にとどめることが出来る、と言

えるかも知れません。

しかし、最も重要なことは自分の人生を再確認出来ると言

うことです。去年・、おととし、吏卓、再来年、せいぜいその

くらいの範囲でしか私たちは生きていません。どうしても目

先の状況にとらわれてがんじがらめになってしまいがちです。

そんな時に自分の生まれた時から今まで、70年、80年を遠望

した時、自分ヘの新しい発見や今ある自分ヘの新しい見方が

生まれるかもしれません。

そろそろ「人生の終い」に当たって、もう一度自分の人生

を見つめ直してみてもいいのではないでしょうか。

今
圍
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悪
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れ
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さ
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賃
金
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下
が
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た
年

い
る
い
わ
ゆ
る
「
黍
カ
ッ
ぱ
、
①
物
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も
賃
金
も
上
の
翌
年
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ほ
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に
合
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法
案
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が
審
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入
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が
っ
た
翌
年
の
年
金
額
は
、
わ
せ
て
減
ら
さ
れ
ま
す
。

ま
し
た
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こ
の
法
案
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物
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か
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ラ
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率
か
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ク
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経
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い
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②
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で
す
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い
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す
。
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差
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い
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し
か
上
て
年
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こ
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付
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カ
ッ
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す
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り
ま
せ
ん
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物
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経
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減
る
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で
す
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ま
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、
も
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せ
て
年
金
年
金
暮
ら
し
に
と
つ
て
は

つ
は
、
大
原
則
で
あ
っ
た
が
下
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
死
1
 
い
や
死
ね
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「
物
価
ス
ラ
イ
ド
」
を
や
場
合
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
と
い
う
に
等
し
い
改
悪
で

め
て
、
物
価
と
賃
金
の
低
イ
ド
分
は
引
か
れ
ま
せ
ん
す
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退
職
者
会
は
年
金

い
方
の
水
準
に
合
わ
せ
て
が
、
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の
年
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降
の
物
価
者
組
合
な
ど
と
と
も
に
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支
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た
年
に
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の
法
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に
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香
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も
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齢
者
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安
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で
き
る
年
金
制
度
を

是
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に
約
三
千
人
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

「
金
の
国
会
に
年
金
カ
ッ
ト
法
案
が
出
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
は
や
む
に
や
ま
れ
ぬ

さ
れ
た
」
「
年
金
を
勝
手
に
株
式
に
投
資
「
一
揆
」
な
ん
だ
と
思
っ
た
ら
、
江
戸
の

し
一
曾
も
の
墾
を
出
し
た
そ
是
」
此
貝
む
し
ろ
旗
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抑
し
立
て
て
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揆
に
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怒
ツ
怒
ツ
怒
ツ
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怒
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喜
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焼
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ま
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、
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ぜ
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ろ
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が
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び
、
の
ぼ
り
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て
ら
し
た
。
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嵳
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畷
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発
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つ
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シ
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若
い
人
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で
き
る
年
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を
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ツ
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で
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た
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大
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げ
ま
し
た
。
高
齢
峯
団
の
デ

全
日
本
年
金
者
組
合
や
政
党
の
方
の
お
モ
で
す
か
ら
、
銀
座
を
道
行
く
人
々
の
ま

話
わ
が
杢
△
姦
も
塵
園
と
し
て
加
わ
っ
な
ざ
し
が
と
て
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暖
か
く
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じ
ら
れ
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て
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0
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違
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デ
モ
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自
分
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身
の
気
持
ち
を
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現

法
森
弁
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団
の
弁
護
士
等
の
あ
い
さ
つ
す
る
舞
台
で
す
。
み
な
さ
ん
、
今
度
一
緒

が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
方
の
話
も
、
若
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
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